2020年度 第3回 現職者共通研修「事例検討・事例報告」のご案内

滋賀県作業療法士会　生涯教育部
（一社）日本作業療法士協会「生涯教育制度／基礎コース」の現職者共通研修を開催致します。
　このプログラムは基礎コースの必修研修ですので、皆様の積極的な参加をお待ちしております。

１．参加対象者　　現職者共通研修該当者
　　　　　　　　　※すでに受講済みの方の参加も可能です。
　　　　　　　　　
２．場　　　所　　web研修
３．日　　　程　　令和３年１月１０日（日）　１０：００～開始
４．発表時間　　１人２５分（発表１０分、ディスカッション１５分）

　　　　　　　　＊発表者・演題項目については別紙を参照。各発表の間に５分間の休憩があります。
５．参加費用　　無料
６．参加方法　　　当プログラムの参加には事前申し込みが必要です。1月８日（金）までに下記アドレスにお申し込み下さい。当日の参加申し込みは一切受け付けませんのでご了承下さい。
　　　　　　　　shigakyoutsuu@yahoo.co.jp
　　　　　　　　協会番号・氏名・所属先を明記してください。
　　　　　　　　ダウンロードURL　zoom情報を後日送信いたします。
７．注意事項　　　当日は各講座開始15分前より受付を行います。原則として、5分以上の遅刻は受講を認めませんのでご了承下さい。
８．その他　　  ご不明な点に関しては、市立大津市民病院　竹内貴記までご連絡下さい。
TEL：077-526-8357
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